
　　内頚動脈血栓内膜剥離術 CEA (患者用クリニカルパス）  入院年月日：20　　　年　　　月　　　日　退院予定日：20　　　年　　　月　　　日

患者氏名　　            　　　　　　　　　　　　　　様 主治医：　　　　　　  　　　　　　　　　　      今回の入院に関わる疾病分類は「 脳血管障害（010070）」です。

＊状況により予定及び下記の分類が変更になる場合があります。ご了承ください。

入院前 　入院当日（手術前々日） 　　　　入院翌日（手術前日）

入院申し込み ／ 手術前 手術後

検査・処置

術前検査を行う事があります
歯科口腔ケア科受診をします
弾性ストッキングの採寸をしま
す

身長・体重測定をします
検温を行います

追加の術前検査や、
高次脳機能検査があれ
ば
　　　　　お知らせします

検温を行います（起床時・直前）

手術着に着替え、弾性ストッキングを着用
します

鎮静目的で、　ＩＣＵ　に入室します

翌朝まで気管にチューブが入っていますので、
　　話すことができません（人工呼吸）

時間毎に検温を行い、酸素投与があります
　心電図モニターを持続して装着します

薬
薬剤師より
中止薬の説明を行います
お薬手帳を持参下さい

（　　　　）時：左手から点滴をします

必要時、内服薬があります

　　　　点滴は持続して投与されます
　　　　　　　　尿量や血圧によって、

　　　　　　　　　薬剤の量を調整します

安静・排泄
手術室へ行く前に

　排尿、排便を済ませてください

ベッド上安静
手術室で尿留置カテーテルを入れています
（横向き、足を動かすことはできます）

リハビリ

食事・飲水 必要時、栄養指導を行います ０時より、食べたり飲んだりできません 絶飲食です

清　潔 入浴をします
入浴をします　
ヒゲ剃り・洗髪・爪切りもお願
いします

　起床後、歯磨きをしてください

患者・家族
へ説明

手術の説明（脳外科外来）
<患者支援センター>
　日常生活を伺います

医師・看護師より説明
・手術に関する同意書類
・手術前オリエンテーション
・麻酔科医診察  ・手術室
　看護師の訪問

　　　　　　　時に手術室に行きます

 手術室へ行くときは、
貴重品をご家族に預けてください

手術後、
主治医から説明があります

＊創の痛みが強い時・嘔気時は、
　　看護師にお知らせください

医　事 入院生活のご案内・入院予約 医事課スタッフが訪問し、医療費の支払いや手続き等、不明な点やご質問がないか、声をおかけします

6105 ＊患者用クリニカルパスは、入院時に必ずご持参下さい。 製鉄記念八幡病院　改訂日2022/9/01

手術当日（　　　　　　　／　　　　　　　　）

内服している薬があれば確認します
中止になっている薬を確認します
入院時、薬手帳や、情報用紙を持参下さい
手術前日21時にセンノシド服用します

安静の制限はありません

術前に日常生活の動作について確認します
術後のリハビリについて、説明を行います

制限はありません



内頚動脈血栓内膜剥離術　（CEA　患者用クリニカルパス）

＊状況により予定及び左記の分類が変更になる場合があります。ご了承ください。

今回の入院に関わる疾病分類は「 脳血管障害（010070）」です。　
　　　　　　　　術後1日目　　　　　　　　 術後2日目 術後3日目 術後7日目 術後8日目 退    院

／ ／ ／ ／ ／ ／

検査・処置

・検温（時間毎）血圧は6時間毎に測定します

・心電図モニターは除去します
・血中ガス分圧を測定（採血）・胸写（胸部撮影）
・頭部のエコー・頭部脳血管MR撮影　を行います

・医師の診察後、問題が無ければ、
　　気管に入っているチューブを抜きます

歯科衛生士が、口腔評価とク
リーニングに伺います

動けるようになれば、弾性ストッ
キング除去します

検温1日1～2回 検温　1日1回朝

薬 点滴が終了します
必要時　薬剤師が
説明に伺います

安静・排泄
画像検査が終了後、トイレ・洗面のみ歩行可です
離床が出来れば、尿留置カテーテルを除去します
自尿があれば、お知らせください

リハビリ

食事・飲水
昼または、夕方より食事を再開します
嚥下できるか確認を行います

　制限はありません　　手術前と同じ食事です

清　潔
体拭きをします
創部には皮膚保護剤を貼付しています

患者・家族
へ説明

医　事 医事に関するおたずねがある場合は、医事課スタッフが説明します　看護師にお知らせ下さい

6105 製鉄記念八幡病院

創部は、皮膚保護剤で保護しています

内服薬を再開します　　点滴は継続します
必要時、点滴の針を、差し替え（交換）します
血圧や病状によって、薬剤の量を調整することがあります

病棟内自由　　尿留置カテーテルを抜きます
（尿が出にくい場合はお知らせ下さい）

術後、早期に離床することは重要です
リハビリは、体調に合わせて開始し、退院前日まで行います

シャワーの際、皮膚保護剤を確認します
以後、週2回シャワー浴を介助します

以下の症状がある時は、看護師へお知らせ下さい
　頭痛や嘔気など、気分が悪いとき、眠れないとき
　尿留置カテーテルを抜いた後に尿が出にくいとき

血圧の変動に注意しています
　夜間の血圧測定を行います　睡眠中にも起こすことがありますがご了承ください

特別食の場合、術後の食事が始まってか
ら、栄養指導を行うことがあります

退院前日・退院日
　退院についての説明
　次回予約票をお渡しします
　次回検査入院申し込みの説明をします
　退院は10時までにお願いします

退院前日試算を行います
退院証明書をお渡しします


